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伝統的な演目を現代物に生かす点に馬健 の劇作の特徴があることを論じている。馬健 に対しては、日本は 
もとより中国の研究においても、これまで正当な評価が与えられておらず、本論文によってその活動に光が当
てられ、再評価が行われたことは、大きな意義を持つと言える。第九章では、魯迅芸術学院による地方劇の改
革と、新歌劇の創作について取り上げ、とくに当時を代表する新歌劇「白毛女」が誕生するまでの経緯と、そ
の意義とを明らかにしている。いずれも共産党支配地域における演劇活動であるが、それが必ずしも政治主導
で行われたものでなく、むしろ演劇家や劇団員、あるいは享受者である民衆の意見が優先されていたことが明
らかになったことの意義は大きい。 
 第四部の「中華人民共和国と伝統劇の改革」では、中華人民共和国成立後の伝統劇改革を論じ、革命模範劇
として喧伝された作品が、伝統劇の構成やモチーフを援用していることを、その代表作である「紅灯記」を例
に分析し、解明している。従来、その政治的意義が強調されがちであった革命模範劇に対して、演劇として正
当に分析を加え、伝統劇との関連を明らかにしただけでなく、死と再生のモティーフが組み込まれていること
などを指摘して、演劇的な意義の解明を行ったことは高く評価される。 
 後書きでは、本論文を総括した後、さらに今後の問題点として、梅蘭芳ら京劇の名優による改革と、一九四
〇年代後半に上海を中心に行われた地方劇の改革について、その検討の必要性を挙げている。これらの点が本
論文に含まれていれば、より十全な内容になったと惜しまれるが、執筆に至らなかった理由が、脚本などの基
礎資料が十分に保存されていない、あるいは公開されていないなど、研究環境の不備に由来するものである 以
上は、やむを得ないものと判断される。今後環境が改善されて、資料不足が克服されれば、氏によって十全な
解明がなされるものと期待される。 
 中国の戯曲に対する研究は、十三世紀以降の古典劇に関するものが大半であり、二十世紀を対象とする先行
 －90－
 －91－
研究は、日本のみならず中国においてもきわめて少ない状態にある。それは複雑な政治情況と密接に関わる面
を持っていたがゆえに、必要な資料を掘り起こすことが困難であったことも一因であった。近年政治的な縛り
が緩められ、資料の閲覧や自由な議論が徐々に許容されつつある。したがって、今後この分野での研究が深化
されることが期待されるが、本論文がその際の出発点となることは間違いない。その意味でも、本論文は学界
に資するところ誠に大であると言えよう。 
以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値すると認められる。 
 
 
 
 
